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市民経済委員会委員長報告書 

平成２６年３月２４日 

 

市民経済委員会に付託されました議案４件、陳情１件の

審査につきまして、審査の過程における各委員からの討論

及び審査結果について、審査経過順にご報告します。 

 

 初めに、陳情第３号「建設業従事者のアスベスト被害者

の早期救済・解決を図るよう国に働きかける意見書の提出

を求める陳情書」について申し上げます。 

 

 本案は、国や関係省庁に対し、建設業従事者のアスベス

ト被害者の早期救済・解決を図るよう国に働きかける意見

書の提出を求めるものです。  

 

初めに当局より 

アスベストによる健康被害が社会問題化したのは、平成

１７年に、石綿資材を製造していた会社がその被害を発表

したことに端を発している。その後、国は平成１８年３月

に「石綿による健康被害の救済に関する法律」を施行させ

たが、被害者や遺族、その支援団体等から、給付水準や給

付期間に対し、保障が十分でないと指摘が相次いだ。 
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こうした指摘を受け、２度の法改正が行われた。また、

国も石綿の飛散防止や石綿健康被害の救済に遺漏なく取り

組んでいく姿勢を示している。 

よって、本市としては、今後の国の動向を見守っていく。 

  

との意見がありました。 

 

 審査の過程における討論として、 

 

１ 採択の立場で討論する。  

 厚生労働省の資料によると、石綿については１９７２年

にＷＨＯが発がん性を指摘し、１９８６年にはＩＬＯ条約

で青い石綿の使用が禁止され、その後、各国で使用禁止が

発表されている一方、日本は、１９９５年になってから青

と茶色の石綿の製造・使用が禁止となり、２００４年に石

綿の原則禁止、２００８年までに使用を全面禁止という非

常に遅い動きである。そのために、労働者に甚大な健康被

害がおこったものと考える。東京地方裁判所の判決は、建

設アスベスト被害の責任が国にあることを裁判所が初めて

認定した画期的なものである。労働者に全く責任はなく、

アスベスト被害の拡大を根絶する対策を直ちにとり、早期

解決を求めることは当然のことと考え、賛成とする。 
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がありました。採決の結果、 

１対４をもって、不採択すべきものと決定いたしました。 

 

 次に、議案第１２号「流山市中小企業資金融資条例の一

部を改正する条例の制定について」申し上げます。 

 

本案は、小規模企業の事業活動の活性化のための中小企

業基本法等の一部を改正する等の法律による、中小企業信

用保険法の一部改正に伴い、条文の整備を行うものです。 

 

 審査の過程における討論は特になく、採決の結果、 

全会一致をもって、可決すべきものと決定いたしました。 

 

次に、議案第１１号 「平成２５年度流山市国民健康保険

特別会計補正予算 第３号」 について申し上げます。 

 

本案は、歳入において、退職被保険者療養給付費の減に

伴う療養給付費等交付金の減額、一般被保険者療養給付費

の増に伴う療養給付費等負担金、県財政調整交付金、繰入

金の増額等で、歳出において、一般被保険者療養給付費等

の増額補正をするもので、既定の歳入歳出予算総額に歳入
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歳出それぞれ２億２０９万５千円を増額し、予算総額を 

１６１億７，７７８万２千円とするほか、債務負担行為の

補正を行うものです。 

 

 審査の過程における討論は特になく、採決の結果、 

全会一致をもって、可決すべきものと決定いたしました。 

 

 

次に、議案第２４号「流山市国民健康保険条例の一部を改

正する条例の制定について」申し上げます。 

 

本案は、平成２６年度以後における国民健康保険料の軽

減判定所得の算定方法を改めることにより、被保険者均等

割及び世帯別平等割に係る保険料の減額の対象となる世帯

の範囲を拡大するものです。 

 

 審査の過程における討論として、 
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１ 賛成の立場で討論する。 

 ４月から消費税増税となり、低所得者にはますます負担

が重くのしかかる。軽減対象世帯の拡大は負担を少しでも

軽くするということから賛成とする。 

 

がありました。採決の結果、 

全会一致をもって、可決すべきものと決定いたしました。 

 

最後に、議案第１０号「平成２６年度流山市国民健康保

険特別会計予算」について申し上げます。 

 

本案は、保険給付費、後期高齢者支援金等の所要額を計

上したもので、これらの財源としては、国民健康保険料、

国庫支出金、療養給付費等交付金、一般会計からの繰入金

等をも って 充て、 歳入 歳出予 算総 額を対 前年 度比    

６億８，５６３万１千円、４．４％増の  

１６４億７１６万９千円とするものです。 

 

  

 審査の過程における討論として 
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１ 反対の立場で討論する。 

 来月からの消費増税の影響を少しでも軽減させる低所得

者の保険料軽減の対象拡大が反映されていることについて

は、賛成できるが、４月以降は７０歳になる方から負担は

２割に引き上がることになる。必要な医療が抑制される危

険は避けられず、高齢者の生活と健康に深刻な打撃を与え

ると考える。 

さらに、７０歳から７４歳の窓口負担引き上げと合わせ、

高額療養費制度の医療費自己負担の上限見直しが行われて

いる。これ以上の負担増は許されないとの立場から反対す

る。 

 

２ 賛成の立場で討論する。 

 本予算は、厳しい財政運営状況の中、歳入において、国・

県の交付金を増額させ、低所得者に対する保険料軽減の拡

大を行う一方、歳出において、増額された療養給付費に対

応している。一般会計からの繰り入れは受け入れているも

のの保険料率の引き上げをすることなく予算編成されおり、

厳しい生活が強いられている市民に配慮しつつ、給付の増

大に対応したものと評価し、賛成する。 
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がありました。採決の結果、 

４対１をもって、可決すべきものと決定いたしました。 

 

 

以上で市民経済委員会の委員長報告を終わります。 


